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神郷校区の人口 
人口   9,825 人 
（男）    4,757 人 
（女）    5,068 人 
世帯数    4611 世帯 

令和３年４月末現在 

  

今
後
の
神
郷
校
区
行
事
に
つ
い
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８
月
４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
公
民
館
運
営
審
議
会
に
於
き 

ま
し
て

校
区
文
化
祭
・
校
区
芸
能
発
表
会
開
催
中
止

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

ご
協
力
、
ご
参
加
を
検
討
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
大
変
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
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な
お
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月
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予
定
で
し
た
「
ち
ょ
こ
っ
と
花
火
」
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今
年
度
中
に
は
開
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方
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で
進
め
て
お
り
ま
す
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神
郷
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
８
月
号
に
掲
載
し
ま
し

た
、
令
和
３
年
度
神
郷
小
学
校
あ
い
さ
つ
標
語
優
秀
作
品

を
プ
レ
ー
ト
に
し
て
小
学
校
正
門
西
側
フ
ェ
ン
ス
に
設
置

し
ま
す
の
で
通
ら
れ
た
際
は
ご
覧
下
さ
い
。 

神郷公民館 
 46-1181 

koukou@city． 

niihama.ehime.jp 
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避
難
と
は
、
難
を
避
け
る
こ
と
、
つ
ま
り
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
で
す
。
安
全
な
場
所
に
い
る
人
は
避
難
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
避
難
先
は
公
民
館
、
小
学
校
、
中
学
校
等
の

避
難
所
だ
け
で
な
く
安
全
な
親
戚
、
知
人
宅
に
避
難
す
る
こ

と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。
日
頃
か
ら
「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」

意
識
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
「
自
宅
の
災
害
リ
ス

ク
」
と
「
と
る
べ
き
行
動
」
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
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水道管の漏水調査について（お知らせ） 

10 月～2 月に神郷校区において、漏水調査を行い

ます。夜間に路上における調査を行いますので、ご

協力下さい。 

１．調査内容 

 路面音聴調査：夜間に道路上の漏水音を調査しま

す。 

２．調査時間 

 路面音聴調査:午後 10 時から午前 4 時まで 

３．調査会社 

 新居浜市管工事業協同組合 

 ＴＥＬ０８９７－３３－１６４２ 

※漏水調査員は上下水道局発行の漏水調査員証明

書を携帯しておりますので、不審に思われた場合

は、漏水調査員証明書をご確認いただくか、下記問

い合わせ先にご連絡ください。 

〔問い合せ先〕上下水道局水道工務課 

 漏水対策係 電話６５－１３３２ 

5 月 20 日から避難指示で必ず避難、避難勧告は廃止です 

 

警戒レベルとは・・水害や土砂災害に備えて、市民の皆さんがとるべき行動を

お知らせするために 5 段階にレベル分けしたもので避難情報と合わせて出す

情報です 
警戒レベル３ 避難に時間のかかる高齢者や障がいのある人は危険な場所から避難して下さい 

警戒レベル４ 避難勧告は廃止されます。高齢者に限らず全員危険な場所から避難して下さい 

警戒レベル５ すでに安全な避難ができず命が危険な状態です。緊急安全確保の発令を待っては

いけません 

おめでとうございます。 

「ちいさな親切実行章」 

   白井歌声喫茶グループ 
  

令和 3 年 8 月白井歌声喫茶グルー

プさんが「小さな親切」運動愛媛県本

部より社会にあたたかな心の輪を広

げたことにより「小さな親切」実行章

を贈呈されました。 

お元気で益々のご活躍を期待します 

9 月 1 日は・・・ 
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幕末維新の争乱・外伝 別子銅山存亡の危機 

 

 住友の大番頭広瀬宰平と土佐藩士川田小一郎、男の友情と意気投合 
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため変更 
する場合があります 

９月(葉月)の行事予定  
 
１日（水）     小・中学校 2 学期始業式 
３日（金）19:00～ 運審会     神郷公民館 
7 日（火）19:00～  老人会長会       〃 

１４日（火）     集団検診       〃 
19:00～ 民児協定例会      〃 

１５日（水）19:00～ 地区連絡会議     〃 
１６日（木）9:30～  子ども総合防災訓練  〃 
１９日（日）     川東中学校運動会川東中学校 
２４日（金）13:30～ 社協事務局会  神郷公民館 

19:30～ 連合自治会長会    〃 
２６日（日）10:00～ 敬老会     神郷小学校 
２７日（月）13:30～ ＤＶＤ鑑賞会  神郷公民館 
２８日（火）19:30～ 補導定例会      〃 
  

 別子銅山の最大の危機―明治維新の大きなうねりの波は、別子

をものみこもうとしていた。 

 1８６７（慶応３）年の大政奉還に続き王政復古の大号令、翌

年の鳥羽伏見の戦いで幕府軍が破れたことから、四国では土佐藩

が勅書をうけて、軍勢を繰出し、たちまちのうちに幕府方四国の

雄藩松山・高松両藩を追討した。そして別子銅山も当然幕府の施

設とみなされ、新政府から没収の命令が出たのであった。 

 川之江の代官所へ乗り込んできたのが、後で日銀の総裁になっ

た土佐官軍隊長の川田小一郎だった。川田はすぐに使いを別子銅

山に出し、責任者を呼びつけた。このときすでに大阪の銅蔵は、

薩摩藩の手で封印されていた。そのうえ別子銅山が没収されれ

ば、住友は完全にお手上げだ。このとき広瀬
ひ ろ せ

宰
さい

平
へい

42 歳、生命を

かけても別子を守りきろうと覚悟を決め、川之江の代官所で川田

に会った。 

 勝ち誇る官軍隊長と銅山継続を頼む一町人の立場の違いは大

きいものだったが、必死で没収をのがれようとする広瀬は何ら恐

れることなく、一晩中、別子の大切さを訴えた。 

「没収されて一日銅業を停止すれば、一日国家の大損害。銅の出

なくなる山は、もはや銅山ではなくなります。おそれながら、別

子銅山は御用銅を製造してきましたが、幕府の直営ではありませ

ん。山は幕領ながら、住友家が 200 年近い間、資本をつぎ込み、

委託経営を許されてきたのです。完全に私営で、没収されるいわ

れはございません」とつとつと訴える熱っぽく話す広瀬の顔に

は、寒中とはいえ汗が光っていた。1868（慶応 4）年 1 月 30

日の夜だった。広瀬の話しを、川田はじっと聞いていたが、だん

だん理解を示し、広瀬の勇気と熱意に好感を持つようになってい

た。川田はこのとき 33 歳、若かったが理財の道に明るく、別子

銅山の価値を十分しっていたからだ。そしてついには「何事も天

朝へ奉問の上」と最終方針は新幕府の決定にあおぐものの、これ

まで通りの操業を認めた。広瀬の顔にはようやく安心の色が浮か

んだが、この時すでに夜は白々と明けていた。 

 広瀬は、川田との結びつきに別子の経営権の存続の運命をかけ

た。別子銅山へも案内、実情をみてもらうとともに、大阪へいっ

しょに行き、住友本家に泊める一方、土佐藩を窓口に政府へ願書

を出し、新政府の実力者岩倉具
とも

視
み

にも働きかけた。 

 明治と元号が改まる前の 4 月に、政府から土佐藩宛てに「別

子銅山については当分従来通り」という御沙汰書が出た。かくて

別子銅山は封印を解かれたばかりでなく、住友の稼業銅山として

経営の続行を赦された。住友屋敷の銅蔵も封印解除となったので

あった。  

 当時、官軍によって差し押さえられた鉱山は、すべてが官営と

されたが、大鉱山で民営となったのは、住友の別子銅山だけであ

る。 

 広瀬には「人間、誠意を尽くした議論をすれば、必ず道は開け、

相手に真意がつうじないはずがない」との自負があり、その信念

に基づいた奔走と努力が実を結んだ末の大成果であった。 

 頼りになる民生・児童委員をめざして！ 

    新居浜市民生児童委員協議会神郷校区 
 民生・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱され、任期は 3 年

です。新居浜市では、294 人の委員がおり、神郷校区では 21

人（うち 2人は児童委員）令和元年 12 月の改選により９人が

入れ替わり、男性 13 人、女性 8 人の構成です。 

 民生委員法第 14 条において、社会福祉法に定める福祉の関

する事務所、その他の関係行政機関の業務に協力することとさ

れており、その職務は 

ア常に担当区域内の調査を行い、住民の生活状態を必要に 

 応じて適切に把握する。 

イ援助を必要とする人が自立した日常生活を営むことができる

よう生活に関する相談に応じ、助言、その他の援助を行う。 

ウ援助を必要とする人が福祉サービスを適切に利用できるよう

情報提供を行う。 

エ社会福祉事業施設又は社会福祉に関する活動を行う人と密接

に連携し支援を行う。 

オ福祉事務所その他の関係行政機関の業務に協力する。 

活動内容は、毎月の 14日に定例会を開催し市理事会の 

報告や情報・意見交換を行い住民の細かな生活課題に対応でき

るよう研修しております。また独居高齢者の見守り活動のほか、

社協支部の支援を受けた手みやげ事業と子育て支援事業（やん

ちゃかめｸﾗﾌﾞ）また街頭募金活動、歳末たすけあい行事や見守

り推進員との合同研修会等を行っております。 

 さらには、小学生登下校の見守り活動や公民館を拠点とした 

夏まつりや文化祭での子どもイベントの協力活動のほか、地域 

内の多くの福祉施設の行事協力を積極的に行っております。ま 

た独居高齢者、避難行動要支援者等の調査、独居高齢者の小学 

校運動会への案内状・暑中見舞い状・年賀状配布先調査や行政 

機関から依頼された児童扶養手当現況届、勤務確認等の証明も 

行っております。 

 今後とも地域福祉の向上と支えあう住みよい神郷をめ 
ざして活動していきます。なにか相談があれば近くの民生 

委員にご相談ください。委員は以下の通りです。： 
 

佐光 正男 東楠崎 真鍋喜代美 田の上 

賀本 文雄 又野 佐々木 浩 落神 

山下 秀樹 松神子 真鍋 琴江 中郷 

藤原 説夫 田の上 藤縄 英治 又野 

村上紀代子 白井住宅 荒井 道廣 松神子 

小野 静代 下郷 柴山 和功 田の上 

神野 勝美 上郷 近藤 正美 田の上 

田中 昭市 西楠崎 山本佐智子 白井 

渡邊 健児 松神子団地 神野 眞一 散田 

大西清太郎 江の口 主任児童委員川上美奈・岩井知美  

これからもお体に気をつけてよろしくお願いいたします。 

 


